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特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
山
火

事
を
防
ぎ
、
貴
重
な
緑
を
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

一
　
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
こ
と
。

二
　
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

四
　
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
市
町
村
長

の
許
可
を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

五
　
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

六
　
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

　
な
お
、
県
で
は
、
今
年
度
も
以
下
に

掲
げ
る
様
々
な
事
業
を
実
施
し
山
火
事

予
防
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◯
森
林
保
護
巡
視
事
業

　
多
数
の
入
山
者
が
予
想
さ
れ
る
地
域

及
び
林
野
火
災
多
発
地
域
に
お
い
て
、

森
林
保
護
巡
視
員
に
よ
る
山
火
事
予
防

に
関
す
る
普
及
啓
発
及
び
林
野
火
災
の

早
期
発
見
の
た
め
巡
視
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
林
野
火
災
予
防
対
策
事
業

①
（
事
業
主
体
：
県
）

　
林
野
火
災
多
発
期
に
、
県
民
の
方
々

を
対
象
に
、
た
き
火
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
、
火
遊
び
等
山
火
事
発
生
の
原
因

と
な
る
危
険
な
行
為
に
つ
い
て
意
識
啓

発
を
図
る
た
め
の
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
放

送
や
、
セ
ス
ナ
機
に
よ
る
航
空
巡
視
等

の
予
防
啓
発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

②
（
事
業
主
体
：
市
町
村
）

　
過
去
５
年
間
の
林
野
火
災
発
生
が
多

発
す
る
地
域
等
（
林
野
火
災
特
別
地

域
）
を
対
象
と
し
て
、
初
期
消
火
機
材

の
配
備
及
び
防
火
施
設
の
整
備
を
行

い
、
林
野
火
災
の
予
防
及
び
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
十
三
年
度
実
施
市
町
村

　
　
総
社
市
、
清
音
村
、
真
備
町

・
事
業
内
容

　
　
電
動
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
台

　
　
水
の
う
付
手
動
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
台

　
　
予
防
啓
発
資
材
等
　
　
　
　
一
式

○
林
野
火
災
予
防
強
化
対
策
事
業
　

　
（
単
県
事
業
）

　
県
南
部
で
、
林
野
火
災
が
多
く
発
生

す
る
危
険
な
地
域
に
お
い
て
、
林
野
火

災
の
予
防
と
拡
大
・
延
焼
防
止
施
設
の

整
備
を
行
い
、
大
規
模
な
林
野
火
災
の

発
生
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
十
三
年
度
実
施
市
町
村
　
玉
野
市

・
事
業
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
防
火
水
槽
の
設
置
（
百
ト
ン
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
基

　
　
防
火
標
識
の
設
置
　
一
基

○
道
路
沿
線
防
火
樹
林
帯
整
備
事
業

　
（
事
業
主
体
：
県
）

　
道
路
沿
線
に
防
火
樹
林
帯
を
造
成

し
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
林
野

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
貴
重
な
森
林

を
守
っ
て
い
ま
す
。

・
事
業
内
容
（
玉
野
市
で
実
施
）

　
　
防
火
樹
林
帯
　
　
　
　
四
五
〇
ｍ

（
治
山
課
　
治
山
係
）

林
野
火
災
の
状
況
と
対
策

　
平
成
十
三
年
の
山
火
事
発
生
状
況

は
、
一
〇
㌶
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模

火
災
の
発
生
は
な
く
、
例
年
に
比
べ
焼

失
面
積
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
件
数
に

つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
増
加
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
風
の
強
い
日
も
多
く
、
山
は
非

常
に
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
、
あ
ぜ
焼
き
な
ど
野
外

で
火
を
使
う
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
こ
の
時
期
に
山
火
事
の
五
〇

㌫
近
く
が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
「
火
を
消
し
て
森
を
消

さ
な
い
心
が
け
」
を
統
一
標
語
に
三
月

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を
「
山
火
事

予
防
月
間
」
と
定
め
、
ラ
ジ
オ
、
電
光

掲
示
板
、
広
報
紙
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施
等
啓
発
・

巡
視
活
動
を
強
化
し
て
県
民
皆
様
の
予

防
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
山
火
事
を
発
生
原
因
別
に
み
て
み
る

と
、
ほ
と
ん
ど
が
た
き
火
の
不
始
末
や

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
県
民
の
一
人
一
人
が
細
心
の
注
意

を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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近年５ヶ年の林野火災発生状況（岡山県）

年次別発生状況� （単位：件・©・百万円）�

年

区分

件 数 

面 積 

損 害 額 

９

137

  53

    4

10

78

24

  1

11

93

94

53

12

84

15

  4

13

124

  20

  13

５　年　間 

計

516

206

  75

�

平均

103

  41

  15

都道府県別の山火事発生状況（平成８年～平成12年の５ヶ年間の平均）

発生件数（件）�

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

全国平均

都道府県 

兵 庫 

千 葉 

静 岡 

広 島 

茨 城 

福 島 

愛 知 

岡 山 

栃 木 

長 野 

５ヶ年計 

996

992

759

747

720

715

561

551

507

462

330

平　均 

199

198

152

149

144

143

112

110

101

92

66

焼損面積（アール）�

順位 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

全国平均 

都道府県 

広 島 �

香 川 �

福 岡 �

岩 手 �

山 梨 �

福 島 �

兵 庫 �

北 海 道 �

群 馬 �

岡 山 �

５ヶ年計 

75,741

69,095

55,906

55,316

49,178

45,918

37,831

36,264

33,034

32,037

18,950

平　均 

15,148

13,819

11,181

11,063

9,836

9,184

7,566

7,253

6,607

6,407

3,790
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普
及
最
新
情
報�

－ 4 －

【
機
械
研
修
体
制
の
強
化
】

　
高
性
能
林
業
機
械
は
、
危
険
か
つ
重

労
働
で
あ
る
伐
木
造
材
作
業
現
場
で
使

用
さ
れ
、
作
業
効
率
や
労
働
安
全
衛
生

の
向
上
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
林
業
試
験
場
で
は
、
平
成
四
年
度
及

び
五
年
度
に
高
性
能
林
業
機
械
で
あ
る

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
の
３
機
種
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
機
械
は
林
業
作
業
士
研
修

や
高
校
で
林
業
課
程
を
専
攻
す
る
生
徒

等
へ
の
研
修
に
使
用
さ
れ
、
岡
山
県
の

地
形
に
適
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
（
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
シ
ス
テ
ム
）
習
得
に
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
導
入
当
時
、
県
下
で
稼
働
し
て
い
た

高
性
能
林
業
機
械
は
数
台
し
か
な
か
っ

た
た
め
、
そ
の
普
及
効
果
は
多
大
な
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
と
比
較
す

る
と
機
種
数
が
少
な
く
、
性
能
に
お
い

て
も
万
全
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

り
、
物
足
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
メ
ー
カ
ー
は
機
械
の
改
良

を
重
ね
、
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
た
機
械

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
プ
ロ

セ
ッ
サ
の
性
能
の
向
上
は
著
し
く
、
伐

倒
木
を
つ
か
む
　
枝
を
払
う
　
玉
切

る
、
と
い
う
一
連
の
作
業
が
正
確
か
つ

簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
皆
伐
作
業
に
対
応

し
た
大
型
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
だ
け
で
な

く
、
非
皆
伐
施
業
に
活
用
で
き
る
小
型

の
プ
ロ
セ
ッ
サ
も
開
発
さ
れ
、
ユ
ー

ザ
ー
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
当
場
所

有
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
や
や
時
代
遅
れ

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期
間
の
使

用
で
老
朽
化
が
進
み
、
研
修
実
施
に
支

障
を
来
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
三
年
度
に
伐
倒

木
を
つ
か
む
操
作
が
簡
単
に
な
っ
た
新

型
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ヘ
ッ
ド
（
作
業
機
）

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
購
入
メ
ー

カ
ー
の
機
種
中
、
最
小
・
最
軽
量
で
あ

る
た
め
、
大
径
木
（
三
十
セ
ン
チ
以

上
）
の
処
理
は
困
難
で
す
が
、
中
・
小

径
木
が
主
体
と
な
る
収
入
間
伐
に
使
用

す
る
に
は
十
分
な
能
力
を
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
下
で
最
も
普
及
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
る
た
め
、
研
修
受

講
生
が
地
元
に
帰
り
、
研
修
の
成
果
を

現
場
で
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
ブ
ー
ム
装
着

型
の
油
圧
ウ
イ
ン
チ
も
導
入
し
、
高
密

路
網
林
分
に
お
い
て
短
距
離
集
材
の
効

率
的
な
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
研
修
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
　

　
当
場
で
は
、
研
修
に
使
用
す
る
機
械

を
高
性
能
で
使
い
や
す
い
も
の
に
更
新

す
る
と
と
も
に
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
な
ど
研
修
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
林
業
機
械
関
係
研
修
へ
の
、
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（

林
業
専
門
技
術
員
　
黒
瀬
勝
雄
）

高校生対象の研修

新型のプロセッサ

油圧ウインチ
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
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「
総
合
交
流
促
進
施
設
か
よ
う
」

　
上
房
郡
賀
陽
町
北
に
あ
る
「
総
合
交

流
促
進
施
設
か
よ
う
」
は
岡
山
自
動
車

道
賀
陽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
、

平
成
十
二
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
消
費
者
と
生
産
者
が
直
接
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
、
交
通
の
便
が
良
い
こ

と
か
ら
、
連
日
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
賀
陽
町
が
山
村
振
興

等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
を
活
用

し
、
建
築
工
事
費
三
億
二
千
八
百
万
円

で
、
都
市
と
農
村
と
の
新
た
な
交
流
の

場
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
施
設
周
辺
が
農
村
で
あ
る
こ
と
や
、

隣
接
し
て
い
る
妙
仙
寺
や
木
造
の
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
調
和
を
図
る
た
め

に
木
材
を
前
面
に
出
す
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
木
材
の
総
使
用
量
は
一
三
七
立
方
㍍

で
、
そ
の
う
ち
六
五
立
方
㍍
が
県
内
産

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
に
車
を
止
め
て
施
設
に
入
る

と
、
先
ず
、
一
〇
五
平
方
㍍
の
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
と
、
丸
太
を
加
工
し
た
ベ
ン
チ

が
訪
れ
た
方
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
天

気
の
い
い
日
に
は
、
こ
こ
で
、
運
転
で

疲
れ
た
体
を
休
め
る
と
と
も
に
、
気
分

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
そ
し
て
、
右
手
に
は
地
域
の
農
産
物

を
販
売
す
る
直
売
棟
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
建
物
は
、
ス
ギ
の
間
伐
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
ド
ー
ム
状
で
、
床
面
積
一

八
四
平
方
㍍
の
広
い
空
間
が
あ
り
、
地

元
の
農
家
が
栽
培
し
た
野
菜
や
果
物
が

多
数
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
直
売
棟
と
向
か
い
合
う
形
で
食
材
供

給
棟
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
建
物

は
、
米
松
の
構
造
用
集
成
材
を
使
っ
た

切
妻
屋
根
造
り
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
使
わ
れ
、
買
い
物
や

食
事
中
に
天
井
を
見
上
げ
れ
ば
、
梁
や

桁
な
ど
の
構
造
が
一
目
で
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
も
奥
に
あ
る
の
が
体
験
学
習
棟

で
、
み
そ
づ
く
り
や
手
打
ち
そ
ば
づ
く

り
が
体
験
で
き
ま
す
。
こ
の
建
物
も
構

造
用
集
成
材
を
使
い
、
落
ち
着
い
た
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
こ
れ
ら
三
つ
の
建
物

の
他
に
、
水
車
小
屋
や
ト
イ
レ
棟
も
木

農産物直売棟

造
で
、
施
設
全
体
が
周
囲
の
農
村
風
景

に
と
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
山
自
動
道
を
利
用
す
る
時
、
時

間
が
あ
れ
ば
、
賀
陽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
降
り
て
、
こ
の
施
設
に
ち
ょ
っ
と

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
取
れ
た
て
の
野
菜
と
お
い
し
い
食

事
が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
所
在
地
）

　
上
房
郡
賀
陽
町
大
字
北
一
九
七
七

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
総
合
交
流
促
進
施
設
　
か
よ
う

1
　 

（
〇
八
六
六
）
五
五
│
六
〇
〇
八

AG

（
高
梁
普
及
指
導
区
　
　
三
宅
美
裕
）

ウッドデッキとベンチ

食材供給棟の内部



平成14年３月１日 り　ん　せ　い 第　362　号

－6－－ 6 －

　
普
及
指
導
最
前
線

「
高
校
生
の
林
業
就
業
体
験
」

勝
英
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
管
内
に
は
県
下
で
唯
一
林
業
関
係
の

科
を
持
つ
県
立
勝
間
田
高
等
学
校
が
あ

り
ま
す
が
、こ
の
ほ
ど
勝
英
地
方
振
興
局

が
、林
業
後
継
者
の
確
保
を
目
的
と
す
る

平
成
十
三
年
度
森
林
経
営
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
促
進
事
業（
就
業
促
進
事
業
）の

受
け
入
れ
企
業
等
七
つ
の
う
ち
の
一
つ

と
し
て
、
同
校
林
業
緑
地
科
二
年
生
五

名
を
迎
え
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
　
就
業
体
験

　
一
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
三

AG

日
間
、
　
ら
担
当
職
員
の
指
導
の
も
と

に
次
の
と
お
り
就
業
体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

【
日
程
等
】

一
日
目

　
・
治
山
林
道
事
業
の
概
要

　
・
工
事
発
注
図
面
の
製
図

　
・
監
督
指
導
業
務

　
・
工
事
出
来
形
管
理
実
習
﹇
現
地
﹈

二
日
目

　
・
林
業
普
及
指
導
事
業
等
の
概
要

　
・
「
森
林
整
備
推
進
打
合
せ
会
議
」

　
　（
担
当
者
会
議
）の
準
備
及
び
傍
聴

「
環
境
学
習
教
育
へ
の
参
画
」

岡
山
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
来
年
度
か
ら
「
総
合
学
習
の
時
間
」

が
小
・
中
・
高
等
学
校
で
取
り
組
ま
れ

る
に
伴
い
、
岡
山
普
及
指
導
区
で
も
、

小
学
校
か
ら
の
環
境
学
習
に
対
す
る
要

望
は
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。AG

　
今
回
は
、
こ
の
環
境
学
習
教
育
に
　

が
参
画
し
た
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

二
　
取
り
組
み
の
状
況

　
岡
山
市
立
岡
山
西
小
学
校
で
は
五
年

生
を
対
象
に
、
総
合
学
習
の
時
間
を
先

取
り
し
、「
環
境
学
習
２
０
０
１
」と
銘

打
っ
た
自
主
的
な
学
習
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
児
童
が
興
味

を
持
っ
た
環
境
問
題（
水
、大
気
、川
、森

林
な
ど
）
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
文
献
で
現
在
の
問
題
点

を
洗
い
出
し
ま
す
。
そ
の
中
で
ど
う
し

て
も
自
分
た
ち
で
解
決
で
き
な
い
疑
問

に
つ
い
て
、
外
部
か
ら
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
招
い
て
専
門
的
見
地
か
ら
の

助
言
を
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
指
導
区
に
も
昨
年
十
月
に
学
校
か

ら
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
依
頼
が
あ

り
、ま
ず
は
担
当
の
先
生
と
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
子
供
た

ち
の
疑
問
を
一
覧
表
に
し
て
も
ら
い
、

そ
の
回
答
や
対
応
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
一
月
二
日
に
は
実
際
に
学

校
へ
出
向
き
、
２
時
間
と
い
う
授
業
枠

で
森
林
や
林
業
に
関
す
る
疑
問
に
答
え

る
形
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
こ
ち
ら
が
思
い
も
つ
か
な
い
発
想

で
色
ん
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
き
て
、

AG

質
問
に
答
え
る
　
も
た
じ
た
じ
で
し
た
。

　
こ
の
後
環
境
学
習
授
業
の
内
容
が
ま

と
め
ら
れ
、
２
週
間
後
に
父
母
を
招
い

て
の
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
　
お
わ
り
に
　

　
こ
う
し
た
環
境
教
育
を
一
過
性
の
も

の
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
学
校
と

の
連
携
を
密
に
し
、
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

AG

（
岡
山
普
及
指
導
区
　
　
大
賀
哲
哉
）

三
日
目

　
・
造
林
事
業
の
概
要

　
・
造
林
事
業
（
間
伐
）
の
調
査
体
験

﹇
現
地
﹈

　
・
「
お
か
や
ま
共
生
の
森
・
勝
北
」

　
　
の
見
学
　
　
　
　
　
　
﹇
現
地
﹈

三
　
今
後
の
取
組

　
職
場
に
高
校
生
を
受
け
入
れ
る
の
は

滅
多
に
な
い
こ
と
な
の
で
、
ど
の
よ
う

な
内
容
の
就
業
体
験
が
よ
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
こ
う
し

た
体
験
が
実
際
の
就
業
に
も
つ
な
が
る

よ
う
先
生
方
と
も
連
携
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

AG

（
勝
英
普
及
指
導
区
　
　
高
尾
欽
也
） 担当者会議傍聴の状況

環境学習授業の状況



平成14年３月１日 り　ん　せ　い 第　362　号

－7－－ 7 －

　
　
林
業
試
験
場

　
　
林
業
試
験
場�

　
　
林
業
試
験
場�

非
常
識
か
！

非
常
識
か
！�

梅
雨
時
期
の
葉
枯
ら
し

梅
雨
時
期
の
葉
枯
ら
し�

中
　
島
　
嘉
　
彦

中
　
島
　
嘉
　
彦�

非
常
識
か
！�

梅
雨
時
期
の
葉
枯
ら
し�

中
　
島
　
嘉
　
彦�

一
　
論
よ
り
証
拠
？

　
自
然
を
相
手
の
林
業
で
は
、
自
然
の

法
則
を
無
視
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
葉
枯
ら
し
は
、
雨
が
多
く
湿

度
の
高
い
梅
雨
時
期
を
避
け
る
こ
と
が

常
識
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
洗
濯
物
も

乾
か
な
い
う
っ
と
う
し
い
時
期
に
効
果

が
あ
る
の
か
、
虫
害
の
心
配
は
」
と
考

え
る
と
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
は
無

謀
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ｍ
林
業
で
は
高
性
能
林
業
機
械
に
よ

る
間
伐
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す

が
、
ス
ギ
が
主
体
で
あ
る
た
め
葉
枯
ら

し
に
よ
る
品
質
向
上
と
軽
量
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
面
積
の
間
伐
を
計
画
的

に
進
め
る
に
は
年
間
を
通
じ
て
作
業

し
、
機
械
稼
働
率
を
上
げ
て
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
り
、
安
定
的
な
雇
用
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｍ

林
業
で
は
敢
え
て
適
期
で
は
な
い
梅
雨

時
期
の
葉
枯
ら
し
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期
で
本
当
に
効

果
が
あ
る
の
か
、
虫
害
の
心
配
は
無
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
「
論
よ
り
証
拠
」
文
献
だ
け
で

作
業
方
法
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
現
地
で
や
っ
て
デ
ー
タ
を
と
り
、

こ
れ
を
次
の
施
業
に
生
か
す
と
い
う
経

営
方
針
に
よ
り
決
断
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

二
　
意
外
な
？
結
果
　

　
左
図
は
三
月
末
〜
四
月
に
伐
倒
し
た

直
後
の
材
と
、
梅
雨
時
期
に
か
か
る

三
ヶ
月
間
葉
枯
ら
し
を
行
っ
た
材
の
含

水
率
調
査
の
結
果
で
す
。
図
の
左
側
が

生
材
、
右
側
が
葉
枯
ら
し
材
の
含
水
率

で
す
。
生
材
で
は
平
均
約
一
六
〇
％

あ
っ
た
も
の
が
、
葉
枯
ら
し
材
で
は
平

均
約
九
〇
％
と
意
外
に
も
大
き
な
効
果

が
現
れ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
言
う

と
、
十
一
ト
ン
車
に
積
む
必
要
の
あ
る

材
が
八
ト
ン
車
に
積
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
虫
害
に
つ
い
て
剥
皮
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
写
真
の
よ
う
な
穿
入
孔
（
種
は
不

明
）
が
丸
太
十
本
中
一
か
所
に
確
認
さ

れ
た
だ
け
で
し
た
。

三
　
梅
雨
時
期
の
葉
枯
ら
し
を
す
す
め

ま
す
か
？

　
こ
の
結
果
か
ら
、
「
梅
雨
時
期
の
葉

枯
ら
し
は
効
果
が
あ
り
虫
害
の
心
配
は

な
い
！
」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
現
場

の
地
形
、
気
象
条
件
、
伐
倒
方
法
、
周

囲
の
植
生
な
ど
多
く
の
要
因
が
重
な
っ

て
た
ま
た
ま
こ
の
よ
う
な
結
果
が
で
た

の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
葉
枯
ら
し

の
効
果
は
あ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
の
多
く

の
調
査
結
果
の
よ
う
に
、
虫
害
の
可
能

性
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
今
回
の

結
果
は
例
外
の
可
能
性
が
大
き
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
例
外
の
中
に
新
し
い
や
り

方
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
敢
え
て
非
常
識
に
挑
戦

し
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
な
が
ら
、
新
し

い
や
り
方
や
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
獲
得
に

挑
戦
す
る
勇
気
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

虫 害 調 査

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

4140393837363534333231302928272625242322212019181716151413121110987654321

含
水
率
　
％

スギ材の含水率（サンプル調査）�

伐倒時 葉枯らし後
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

　
〜
新
鮮
な
空
気
と
光
の
シ
ャ
ワ
ー
が

い
っ
ぱ
い
〜
「
遙
照
山
藤
波
池
畔
キ
ャ

ン
プ
場
森
林
公
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
藤
波
池
畔
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
浅
口
郡

鴨
方
町
益
坂
地
内
に
位
置
し
、
周
辺
部

の
森
林
は
「
遙
照
山
生
活
環
境
保
全

林
」
と
し
て
隣
接
す
る
金
光
町
と
一
体

的
に
整
備
さ
れ
た
森
林
公
園
で
す
。

　
保
全
林
で
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
な
ど
約
四
十
五
種
類
の
樹
木

が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
森
林
浴
を
楽
し

み
な
が
ら
瀬
戸
内
海
を
展
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
更
に
園
内
に
は
、
県
南
部
で
も
珍
し

い
七
十
年
以
上
の
天
然
ア
カ
マ
ツ
が
多

く
生
育
し
、
訪
れ
る
人
々
の
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や

テ
ン
ト
で
宿
泊
が
で
き
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

の
「
森
の
集
会
所
」
は
、
グ
ル
ー
プ
の

語
ら
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
近
く
に
は
、
テ
ニ
ス
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど
、
な
ん
で
も
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
」
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
運
動
や
森
林
浴
で
汗
を
か

い
た
ら
、
か
ん
ぽ
の
宿
「
遙
照
山
保
養

セ
ン
タ
ー
」
で
ゆ
っ
た
り
と
「
ト
ロ
ン

温
泉
」
に
お
つ
か
り
く
だ
さ
い
。

　
星
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
竹
林
寺
山

「
岡
山
天
体
物
理
観
測
所
」
や
「
岡
山

天
文
博
物
館
」
で
宇
宙
の
神
秘
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
中
で
四
季
折
々

の
楽
し
み
が
あ
る
公
園
で
す
が
、
景
観

の
維
持
に
は
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
鴨
方
町
で
は
、
周
辺
部
の
天
然

ア
カ
マ
ツ
を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る

た
め
、
空
中
散
布
の
実
施
や
誘
引
剤
を

利
用
し
た
防
除
に
努
め
、
今
年
度
か
ら

は
、
樹
幹
注
入
剤
を
利
用
し
た
保
全
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
関
係
町
で
は
、
様
々
な

取
り
組
み
で
自
然
景
観
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
、
こ
の
す

ば
ら
し
い
雄
大
な
マ
ツ
に
触
れ
て
頂
き
、

マ
ツ
の
持
つ
美
点
を
再
認
識
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
近
く
に
お
越
し

の
節
は
、是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
交
　
通
】

　
・
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
鴨
方
駅
か
ら
遙
照

　
　
山
行
き
バ
ス
三
十
分

　
・
山
陽
自
動
車
鴨
方
Ｉ
Ｃ
か
ら
北
へ

　
　
車
で
約
二
十
分

【
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
料
金
】

　
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
　
四
千
円
〜

　
・
貸
し
テ
ン
ト
　
三
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鴨
方
町
観
光
協
会
（
役
場
産
業
課
）

1
　 

（
〇
八
六
五
）
四
四
―
七
○
○
○

AG

（
井
笠
普
及
指
導
区
　
　
小
倉
浩
一
）

藤波池畔キャンプ場

樹幹注入処理中のアカマツ

藤波池畔キャンプ場位置図

藤波池畔キャンプ場�
森林公園�
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

高
校
生
諸
君
　
山
仕
事
を

一
緒
に
や
ら
な
い
か
！
　

　
林
業
後
継
者
の
確
保
を
図
る
た
め
、

県
で
は
、
勝
間
田
高
校
林
業
緑
地
科
二

年
生
を
対
象
に
、
森
林
経
営
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
促
進
事
業
（
就
業
相
談
会
、

現
地
視
察
、
就
業
体
験
）
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
　
就
業
相
談
会
の
開
催

　
平
成
十
四
年
一
月
十
六
日
、
県
森
連

津
山
支
所
「
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を

会
場
に
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
林
業
関

係
の
企
業
等
十
社
の
協
力
を
得
て
、
就

業
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
企
業
等
の
代
表
者
か
ら
、
「
仕
事

の
内
容
や
初
任
給
」
、
「
入
社
に
必
要

な
資
格
」、「
企
業
が
求
め
る
人
物
像
」

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た

十
九
名
の
生
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
あ
る
企
業
か
ら
は
、
「
ヒ

ゲ
を
伸
ば
し
て
は
ダ
メ
。
新
入
社
員
が

外
車
に
乗
る
こ
と
も
い
た
だ
け
な
い
」

な
ど
の
具
体
的
な
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

二
　
現
地
視
察
の
実
施

　
就
業
相
談
会
終
了
後
、
県
森
連
津
山

共
販
所
な
ど
三
カ
所
を
バ
ス
で
移
動
し

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
奈
義
町
森

林
組
合
の
視
察
で
は
、
組
合
長
の
熱
心

な
説
明
に
対
し
て
、
生
徒
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
　
就
業
体
験
（
職
場
体
験
）
の
実
施

　
平
成
十
四
年
一
月
二
十
二
日
か
ら
三

日
間
、
企
業
等
七
社
の
御
協
力
に
よ

り
、
生
徒
十
五
名
が
希
望
し
た
各
企
業

等
へ
出
向
き
、
実
際
の
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
体
験
の
内
容
は
、
造
園
、
測

量
・
製
図
、
枝
打
ち
・
間
伐
、
内
業
等

多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
終
了
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
働
く
こ
と
の
厳

し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
た
。
今
後
の
進

路
に
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
」

と
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
で

も
多
く
の
生
徒
が
林
業
へ
就
業
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
企
業
等
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

（
林
業
専
門
技
術
員
）

就業相談会の開催状況

奈義町森林組合を視察

新庄村がいせん桜の治療を体験
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （２月下旬）�
杉　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃�

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

23－25

18－20

15－16

18－20

25－30

30－35

55－60

70－80

25－35

50－60

60－70



25－30

18－20

22－25

30－35

30－35

桧　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

30－35

28－30

16－18

23－25

60－65

65－75

110－130

180－200

65－70

  90－130

150－170



40－45

23－25

30－35

60－65

60－65

桧　長　柱　６c

寸　法

10.5

12.0

〃　�

13.5

〃　�

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�



安値－高値
（千円）

60－65

  90－110

120－130

80－90

100－120



15－20

18－23

－

60－65

30－40



（本）0.6－１ 

（本）1.2－２ 

180－200

150－200

200－250

　木　材（２月中旬）�

　乾しいたけ（　月　旬）�

長さ�
�

３m
�
�
�
４m
�
�
６m

径（b）�
７－12

13
14－16
18上
７－12
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

杉（千円）�
7
7

13
14
10
－
－
12
－
－

桧（千円）�
9

13
23
24
11
－
28
27
43
38

松（千円）�
－
－
－
15
－
－
－
20
－
－

価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�




�
高　値�




　

編
集
後
記

○
梅
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
日
ご
と
に
春

の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
活
躍

の
こ
と
と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

○
平
成
十
三
年
度
の
最
終
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
一
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
会
員
皆
様
方
に
愛
さ
れ
る
機
関

誌
と
な
り
ま
す
よ
う
、
内
容
の
検
討
・

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
来

年
度
も
引
き
続
き
ご
愛
読
の
程
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
次
回
は
、
五
月
一
日
の
発
行
予
定
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
）
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加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
四
年
三
月
一
日
（
三
六
二
号
）


